
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































15 唯賢道場の火事の折の本尊の奇譚の事。 「存如上人様 蓮如上人様門田法西ヘ御下向之事」
16「生身御影様大津浜御着岸之事」 「本福寺北ノ栴檀ノ木ヘ宮仕釣上ル事」
17 法住と大夫、本願寺へ 候する事。 「本弘寺大進公手次争事」
18 法住の病を蓮如、順如が見舞う事。 「東山大谷殿破却之事」
19 東近江衆、法住の信仰について評する事。 「生身御影様大津浜御着岸之事」
20「地下故実之事」（A） 堅田大責の事。（a）
21 堅田還住の礼銭の事。（B) 堅田還住の出銭の事。（b）（※）
22 殿原衆と全人衆、双方立ち会いで検断をなす事。（C） 堅田四方の事。（f）
23 大御堂講出仕の時の、左右の座の事。（D） 惣の紋の事。（g）
24 上乗の由緒の事。（E） 堅田の三つの名字の事。（g2）
25 堅田四方の事。（F） 稲荷の宮の事。
26 地下の侍の三つの名字と惣紋の事。（G） 堅田の四月の祭礼の事。
27 十八講の事。（H） 上乗の由緒の事。（e）
28 鎌倉殿の前で六角氏と沖の葭について争い、堅田が勝つ事。（I） 鎌倉殿から沖の葭について認められ、足利殿から関を与えられる事。（i）
29 法住、明顕、新在家坊を寄進する事。 宮切と東切、千万歳を争う事。（※）
30 馬場道場建立資金の不足に、蓮如奉加の事。 「大宮参詣ニ道幸夢相之事」
31 存如、蓮如の下向に、法住饗応する事。 法住の病を蓮如、順如が見舞う事。
32 山門に礼銭を支払う事。 法住、大夫と山科へ参る事。
33 已講、親鸞へ土地を寄進する事。 法住、吉崎で蓮如と対面する事。
34「於当寺毎月十八日御念仏御頭之事」 野洲栗本老衆が法住の仏法を批判するに、蓮如が反論する事。
35 門徒十二組と、本福寺の参銭の事。 法住、蓮如に不断香を教える事。
36 蓮如の吉崎下向の事。法住、吉崎で蓮如と対面する事。 法住ら、出口殿の仏事に参る事。
37 法住、新在家坊を建立する事。 法住、出口殿へ年始の御礼に出仕する事。
38 出口殿報恩講の事。 法住、往生する事。
39 法住、出口殿へ年始の礼参りに行く事。 法住、明顕、新在家坊を寄進する事。
40 野村殿にて、法住不断香を教える事。 法住、文明拾年十二月十六日、八十三才で往生する事。
41 法住、往生する事。 本福寺の炎上と再建の事。
42 本福寺の炎上と再建の事。 本福寺へ新年の参銭等の事。
43「道幸夢相物語ノ事」 本尊の前で、三々九度の盃の事。
44 毎月十八日の念仏御頭の供養の事。
45 本福寺への二季彼岸銭の事。
46 明顕の代に、惣中から本福寺への参銭が増やされた事。
47 蓮如への年始の進物の事。
48 御開山への参銭の事。
49 御本尊への参銭の事。
50 本福寺門徒の所役の事。
51 一家衆の威勢に対する本福寺住持の覚悟の事。
52 本福寺門徒についての心得の事。
53 言葉を悪く使う人の事。
54 仏法の志のある人の事。
55 仏法の志ある人の言葉の事。
56 一家衆が本福寺門徒を直参化すること等に対する本福寺住持の心得の事。
57 在所の上々御坊の機嫌を損ねぬよう心得る事。
58 御坊ができて実入りが減ったことによる経済的心得の事。
三
七
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
一
号
（
二
〇
一
三
年
三
月
）
59 勘気による死に様（三度目の勘気にて明宗餓死する）の事。
60 地元に一家衆がいない寺は、子どもを手放さずにすむ事。
61 明宗の代に、財政的に困窮する事。
62 仏物を浪費する者たちの、報い逃れがたき事。
63 どんな悪人も、後生には報いを受ける事。
64 田地を買う時は、一家衆の目を避けるため、他村の他宗に預ける事。
65 御門徒の老の有様の事。
66 地元に一家衆がいない坊主を、うらやんではいけない事。
67 上様へ万進上すべきと心する諸国坊主と、御坊を本とする御門徒の事。
68 門徒が本寺に、坊主が本願寺にばかり参ると、一家衆が心得違いだと思う事。
69 上様への志を無くしてはいけない事。
70 法覚と大北、永正○年頃まで本福寺に年始参りする事。
71 御内衆に贈り物をすると、色々上手くいく事。
72 分限であれば心豊かに仏法に物をかける事。
73 仏法を広めるのに適した時期や手法の事。
74 荒れたる人への御本寺からの折檻の邪見、傲慢な事。
75 隣郷門徒の里にて、人に経を読み聴かす時の心得の事。
76 御門徒には謙虚な態度でいるべき事。
77 難題を持ちかける者に耐える事。
78 坊主が使う椀の事。
79 本願寺、一家衆、御内衆の料足を借りてはいけない事。
80 賀州の願生の話の事。
81 課役を果たすため田地を買うと、後で問題が起こる事。
82 永正十五年、本福寺、勘気を受ける事。
83 大永七年、本福寺、勘気を受ける事。
84 天文元年山科御破の折、勘気を受ける事。
85 法住の養子賢智、御堂衆になる事。
86 存如、蓮如が下向の時、法住が参上した事。
87 永正三年越前へ入国の時、実如の命により、明宗、海津の門徒を救う事。
88 永正四年、実如が堅田へ下向する際、明顕が船を用立て助ける事。
89 百姓の事。
90 坊主も門徒も御流をし損なうと、今生来世でも上手くいかない事。
91 御一家の御憎みの事。
92 芸事にのめり込んで生活が立ち行かなくなる事。
93 万の物を誂える者、万食物を売る者は、不作の年も死なぬ事。
94 不作の年に大事になり、餓え死にする職の事。
95 御本尊箱・御聖教箱の封の方法の事。
96 大切な物は錠をかけ、その錠に封をする事。
97 皮篭等の中身を抜く手口の事。
98 治部助、本尊箱の中身を盗まれる事。
99 人の間の仲介についての心得の事。
100 本福寺は代々の覚えが良かった頃の通り身を処すので御一家の目に余る事。
101 本寺の覚えが良い一家衆に憎まれると、不幸な運命をたどる事。
102 一家衆のいない国では、勘気を受ける坊主はいない事。
103 一家衆は、大きな罪以外の、些細なことでも咎にする事。
104 一家衆が、借りた御影などを返さず、大坊主を勘気になすを嘆く事。
105 一家衆にはわずかでも気を許してはいけない事。
106 御坊を建立する人は、御勘気あって地獄に堕ちないことはない事。
107 永正四年、実如、志賀・高島の講にて明顕らの座順を直す事。
108 明宗、実如の意で、諸国より上げられた破れた御本尊を火にくべ功徳湯を焚く事。
109 明宗、大津へ御影を届けるとき、野村殿に参らず不興をかう事。
110 永正十五年頃の堅田御坊の畳の張り替えに実如がもの申した事。
111 堅田御坊御堂の改築が実如に不評の事。
〔注〕
（1）記事の番号は、一つ書き、もしくは段落、内容ごとに筆者が付したものである。
（2）記事に「…之事」という見出しがある場合にはその見出しを記し、それ以外のものについては、内容を簡潔に記した。
（3）堅田に関係する記事は■で示し、その中で本福寺関係者の登場する記事には（※）を付した。『由来記』と『跡書』で内容が共通
するものには、対応するアルファベットの大文字と小文字をそれぞれ付した。
（4）本表の前半部の作成にあたっては、神田千里氏が作成したものを参考にした。（本文注〔3〕同氏論文）
三
八
中
世
後
期
の
堅
田
と
そ
の
実
態
（
田
口
綾
）
警
戒
を
促
す
記
事
で
あ
る9
）
。『
跡
書
』
が
記
さ
れ
た
当
時
、
堅
田
に
は
一
家
衆
で
あ
る
蓮
淳
が
進
出
し
て
お
り
、
周
辺
の
本
福
寺
門
徒
の
直
参
化
を
進
め
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
本
福
寺
は
経
済
的
に
困
窮
す
る
こ
と
に
な
り
、
さ
ら
に
は
蓮
淳
の
不
興
を
か
っ
た
こ
と
で
、
何
度
も
勘
気
を
受
け
た
。『
跡
書
』
は
本
福
寺
に
と
っ
て
非
常
に
不
遇
な
状
況
の
中
で
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
が
、『
由
来
記
』
と
『
跡
書
』
の
成
立
背
景
の
大
き
な
違
い
で
あ
る
と
言
え
よ
う10
）
。
つ
ま
り
、『
跡
書
』
の
執
筆
意
図
は
、
た
だ
本
福
寺
の
歴
史
等
を
語
る
だ
け
で
な
く
、
後
代
に
対
す
る
警
告
、
教
訓
、
思
想
を
伝
え
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
そ
の
内
容
に
は
多
分
に
執
筆
者
の
主
観
が
入
り
込
む
余
地
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
あ
か
ら
さ
ま
な
嘘
が
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
訳
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、
本
福
寺
に
不
利
、
不
必
要
な
内
容
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
間
違
い
な
い
。『
由
来
記
』
に
し
て
も
、
本
福
寺
に
都
合
が
良
い
内
容
を
記
そ
う
と
す
る
意
志
は
当
然
働
い
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
「
本
福
寺
の
為
の
記
録
」
に
堅
田
に
関
す
る
記
述
が
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
内
容
が
本
福
寺
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
執
筆
者
の
意
図
に
よ
っ
て
は
、
必
ず
し
も
事
実
が
記
さ
れ
た
と
は
限
ら
ず
、
そ
の
点
を
考
慮
せ
ず
に
堅
田
の
有
り
様
を
示
す
史
料
と
し
て
用
い
る
こ
と
に
は
、
や
は
り
問
題
が
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
両
記
録
を
扱
う
上
で
の
注
意
点
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
二
、
両
記
録
の
記
述
を
扱
う
上
で
の
注
意
点
表
一
か
ら
分
か
る
と
お
り
、『
由
来
記
』
と
『
跡
書
』
に
見
え
る
堅
田
に
関
す
る
記
述
は
、
両
記
録
と
も
一
連
の
記
事
群
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
例
外
的
に
記
事
群
か
ら
外
れ
て
い
る
も
の
に
、『
跡
書
』（
a’
）
が
あ
る
。
こ
の
記
事
を
（
a’
）
と
し
た
の
は
、『
由
来
記
』（
Ａ
）
お
よ
び
『
跡
書
』（
ａ
）
と
の
間
に
話
題
の
重
な
る
部
分
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
同
時
に
、『
跡
書
』
（
a’
）
は
『
由
来
記
』
に
は
共
通
す
る
記
述
が
見
ら
れ
な
い
『
跡
書
』
独
自
の
記
事
で
あ
る
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
。
ま
ず
は
、
こ
の
『
跡
書
』（
a’
）
を
中
心
に
し
て
、『
由
来
記
』
と
『
跡
書
』
の
記
述
を
比
較
し
て
み
る
。
『
由
来
記
』（
Ａ
）
は
、
応
仁
二
年
（
一
四
六
八
）
に
堅
田
が
海
賊
行
為
を
咎
め
ら
れ
て
山
門
か
ら
攻
撃
を
受
け
た
と
い
う
「
堅
田
大
責
」（
以
下
、
大
責
）
と
称
さ
れ
る
事
件
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
記
事
で
あ
る
。『
跡
書
』（
ａ
）
と
比
較
し
て
み
る
と
、
そ
の
内
容
や
話
の
流
れ
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
と
言
え
る
。
『
由
来
記
』（
Ａ
）
一
地
下
故
実
之
事
応
仁
二
年
三
月
廿
四
日
堅
田
大
責
ト
廻
文
マ
ワ
リ
テ
、
同
廿
九
日
城
ノ
キ
ワ
ヘ
敵テキ
ツ
メ
テ
、
ヲ
メ
キ
サ
ケ
ン
テ
セ
メ
タ
リ
ケ
リ
、
山
門
ヲ
テ
キ
ニ
ウ
ケ
テ
ン
ケ
レ
ハ
、
東
西
南
北
ミ
カ
タ
ス
ル
里
モ
ナ
シ
、
ワ
レ
モ
〳
〵
ト
海
ノ
中
ニ
オ
キ
ニ
ユユ
カ
ナ
ン
ト
ヲ
カ
キ
テ
ヨ
ロ
ツ
サ
イ
ホ
ウ
ア
シ
ヨ
ワ
ヲ
オ
キ
タ
リ
ケ
ル
、（
中
略
）、
ウ
ミ
ナ
ル
イユ
カ
ニ
ヲ
キ
ツ
ル
モ
ノ
ト
リ
入
テ
、
ソ
ノ
日
オ
キ
ノ
嶋
ヲ
サ
シ
テ
舟
ヲ
オ
シ
イ
タ
シ
、
ヨ
キ
シ
ユ
ン
風
ナ
レ
ハ
ホ
ヲ
ア
ケ
テ
オ
チ
行
、
ヤ
カ
テ
シ
マ
ヘ
ソ
ト
ツ
キ
タ
ル
、
東
ウ
ラ
ノ
将
監
方
オ
チ
ハ
ヲ
チ
ラ
ル
ヘ
キ
ニ
、
地
下
ノ
ハ
タ
ヲ
ト
リ
ニ
モ
ト
リ
テ
、
テ
キ
ニ
ア
ヒ
下
ハ
ヽ
ニ
シ
ノ
ウ
ミ
ハ
タ
ニ
テ
ハ
ラ
ヲ
キ
ラ
ル
、
サ
テ
ア
ク
ル
四
月
一
日
カ
タ
ヽ
ノ
サ
イ
礼
ヲ
オ
キ
ノ
シ
マ
ニ
テ
ハ
ヤ
シ
タ
テ
ケ
リ
、
カ
ヽ
ル
乱
劇
モ
ミ
ヰ
方
ノ
モ
ノ
京
ヘ
ツ
ク
ヲ
ト
リ
チ
ラ
シ
、
剰
人
ヲ
多
ク
コ
ロ
三
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シ
ケ
ル
故
ナ
リ
、
モ
ミ
ヰ
方
ハ
公
方
様
御
蔵
奉
行
ニ
テ
山
門
ヘ
相
フ
レ
テ
如
此
成
敗
ヲ
ナ
ス
ナ
リ
、
サ
テ
文
明
元
年
ニ
山
門
ヘ
詫
言
シ
テ
文
明
第
二
ノ
暦
十
一
月
九
日
ニ
堅
田
ヘ
ナ
ヲ
ル
、
『
跡
書
』（
ａ
）
応
仁
二
三
月
廿
四
日
ヨ
リ
、
堅
田
大オホ
責セメ
ト
ア
ヒ
フ
レ
テ
、
敵テキ
ノ
諸シヨ
勢セイ
堀ホリ
ノ
キ
ハ
マ
テ
ト
リ
ヨ
ル
ヲ
、
雄オウ
琴クツ
・
ナ
ウ
カ
マ
テ
追オツ
払ハラフ
コ
ト
度ト
﹅
ナ
リ
、
ツツ
合カウ
ノ
勢セイ
百
八
ヒヤクヤ
里サト
ノ
軍クン
勢セイ
、
手テ
ニ
タ
マ
ラ
ス
ト
ハ
イ
ヘ
ト
モ
、
湖
上
コシヤウ
海カイ
賊ソク
ノ
ソ
ノ
罪ツミ
ノ
カ
レ
カ
タ
キ
ト
イ
ヒ
、
剰
多
アマサヘヲ﹅クノ
人ヒト
ヲ
コ
ロ
セ
シ
重チウ
料クワ
ト
イ
ヒ
、
公
方
様
ノ
御
蔵クラ
奉
行
フキヤウ
モ
ミ
井
方ハウ
財サウ
物モツ
ナ
レ
ハ
、
山
門
ヘ
ア
ヒ
フ
レ
テ
、
如コトク
此
カクノ
御コ
成セイ
敗ハイ
ノ
旨ム子
シ
ノ
キ
カ
タ
ク
テ
、
衆シユ
徒ト
モ
セ
チ
カ
ク
ト
当
所シヨ
ヲ
調テウ
伏フク
セ
シ
コ
ト
イ
フ
ニ
及ヲヨハス
、（
中
略
）、
オ
キ
ニ
ハ
イ
カ
ヲ
カ
キ
テ
、
万ヨロツノ
モ
ノ
ヲ
ヲ
ク
ニ
、
ノ
キ
サ
マ
ニ
ミ
ナ
船
ニ
入イレ
ト
リ
ノ
リ
〳
〵
カ
タ
ヽ
惣ソウ
庄シヤウ
ノ
旗ハタ
ヲ
ソ
ノ
マ
ヽ
ス
テ
タ
ル
ナ
リ
、
モ
ン
ハ
ア
ヲ
エ
ナ
リ
、
順
風
シユンフ
ナ
レ
ハ
ホ
ヲ
ア
ケ
テ
、
奥ヲキ
ノ
嶋シマ
ヘ
オ
チ
ユ
キ
ケ
リ
、
ト
キ
ノ
マ
ニ
ハ
セ
ツ
ク
、
同
廿
九
日
小
ノ
ツ
モ
コ
リ
ナ
レ
ハ
、
ア
ク
ル
四
月
一
日
カ
タ
ヽ
ノ
祭サイ
礼レイ
ヲ
ハ
シ
メ
ノ
マ
ツ
リ
ナ
レ
ハ
、
ハ
ヤ
シ
タ
テ
タ
リ
、
今
堅
田
ハ
カ
タ
タ
ニ
同
心
ス
マ
シ
キ
ト
テ
、
セ
メ
衆シユ
ニ
一
味
ヰ
チ
ミ
シ
テ
セ
ム
ル
ト
ハ
イ
ヘ
ト
モ
、
カ
タ
タ
ノ
ヤ
ク
ル
ト
ヒ
火ヒ
ニ
、
今
堅
田
ノ
イ
ヘ
コ
ト
〳
〵
ク
ノ
コ
サ
ス
ヤ
キ
タ
リ
、
両
記
録
の
記
述
と
も
、
山
門
側
か
ら
攻
撃
さ
れ
た
堅
田
住
民
が
、
堅
田
か
ら
逃
亡
す
る
内
容
を
記
し
て
い
る
。
一
方
『
跡
書
』（
a’
）
を
見
る
と
、
同
じ
く
大
責
か
ら
始
ま
る
記
事
で
は
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
内
容
は
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
主
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
大
責
そ
れ
自
体
で
は
な
い
。
『
跡
書
』（
a’
）
応
仁
二
年
、
花
ノ
御
所
ノ
御
材
木
上
ル
年
ヨ
ヲ
ミ
ナ
ミ
タ
マ
ハ
ル
公
方
ノ
御
蔵
奉
行
モ
ミ
井
方
財
物
ニ
海カイ
賊ソク
ヲ
カ
ク
ル
、
ソ
ノ
罪サイ
科クワ
故ユヘ
、
延エン
暦
寺
リャクシ
ヘ
イ
キ
ト
ヲ
リ
ア
リ
テ
、
山
門
ヨ
リ
成セイ
敗ハイ
ニ
ヨ
テ
関セキ
上ウハ
乗ノリ
ヲ
途ト
津ツ
三ミ
浜ハマ
馬ハ
借シヤク等ラ
陰トン
憐リン
堂タウ
ニ
タ
テ
ヲ
キ
タ
リ
、
其ソノ
已イ
後コ
又
三
院
ヨ
リ
途ト
津ツ
三ミ
浜ハマ
ヲ
発ハツ
向カウ
ノ
ト
キ
、
堅カマ
田﹅
衆シユ
手テ
ヲ
ク
タ
キ
退タイ
治チ
ヲ
加クワウヘ
キ
一チ
井
義キ
有アル
之コレ
間アヒタ、
堅
田
四
方
ノ
兵ヒヤウ
船セン
ノ
テ
ツ
カ
イ
ヲ
モ
テ
、
命イノチヲ
チ
リ
ア
ク
タ
ニ
カ
ロ
ン
シ
テ
、
セ
メ
入イリ
コ
ミ
ツ
ク
シ
、
焼ヤキ
ハ
ラ
イ
、
本
意
ニ
落ラク
居キヨ
ス
、
仍
関
上
乗
ヲ
取トリ
返カヘス
処トコロ
也
、（
中
略
）、
カ
ヽ
ル
惣ソウ
庄シヤウノ
大タイ
慶ケイ
ニ
上カミ
ノ
関セキ
ヲ
全マタ
人ウト
衆シユ
ヘ
殿トノ
原ハラ
衆シユ
出イタスノ
砌ミキリ、
一ヰチ
両リヤウ
年ン
子
知チ
行キヤウノ
処トコロ
ニ
、
本
福
寺
ノ
明ミヤウ
顕ケン
異イ
見ケン
ニ
関セキ
ヲ
ト
ル
ニ
、
万ハン
端タン
カ
マ
フ
儀キ
多ヲ﹅
カ
ル
ヘ
シ
、
タ
ヽ
コ
ノ
関セキ
ヲ
斟シン
酌シヤク
シ
テ
、
公コウ
儀キ
国コク
方ハウ
ノ
マ
カ
ナ
イ
、
家イヘ
別ヘチ
屋ヤ
別ヘチ
ト
キ
ナ
ラ
ヌ
出シユチ
銭セン
ク
ヽ
リ
事コト
、
何ナニ
シ
ラ
ス
ニ
ナ
リ
テ
、
コ
ノ
上カミ
ノ
関セキ
ニ
テ
セ
ラ
ル
ヘ
キ
ナ
リ
ト
、
返カヘシ
テ
ヨ
カ
ル
ヘ
キ
ト
ノ
義キ
ニ
テ
、
ソ
ノ
理
コトハリ
ニ
テ
上カミ
ノ
関
屋
ヲ
カ
ヘ
シ
タ
リ
ケ
リ
、
こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
大
責
に
よ
っ
て
堅
田
の
「
関
上
乗
」
は
途
津
三
浜
の
馬
借
等
の
手
に
移
っ
た
。
そ
の
後
、
堅
田
住
民
は
途
津
三
浜
に
攻
め
込
む
機
会
を
得
て
「
関
上
乗
」
を
取
り
返
す
こ
と
に
成
功
し
た
。
そ
し
て
、
奪
還
に
成
功
し
た
後
に
は
「
上
ノ
関
」
が
「
全
人
衆
」
に
与
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
明
顕
（
本
福
寺
第
四
代
住
持
）
の
「
関セキ
ヲ
ト
ル
ニ
、
万ハン
端タン
カ
マ
フ
儀キ
多ヲ﹅
カ
ル
ヘ
シ
」
と
い
う
意
見
に
よ
っ
て
、
そ
の
収
入
を
公
的
な
出
費
に
充
て
る
こ
と
と
し
、「
上
ノ
関
」
は
「
殿
原
衆
」
に
返
さ
れ
た
。
見
て
分
か
る
と
お
り
、
こ
の
記
事
は
堅
田
の
「
特
権
」
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
本
福
寺
関
係
者
と
「
全
人
」
と
の
関
係
の
強
さ
を
示
唆
四
〇
中
世
後
期
の
堅
田
と
そ
の
実
態
（
田
口
綾
）
す
る
記
述
も
あ
る
。
こ
の
「
殿
原
」
と
「
全
人
」
は
中
世
堅
田
を
二
分
し
た
身
分
構
造
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り11
）
、
そ
の
内
容
の
重
要
さ
を
考
え
れ
ば
、
同
様
の
内
容
の
記
事
が
『
由
来
記
』
に
存
在
し
な
い
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
「
殿
原
」
と
「
全
人
」
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
の
は
、
こ
の
『
跡
書
』（
a’
）
を
除
け
ば
『
由
来
記
』（
Ｂ
）、（
Ｃ
）、（
Ｄ
）
の
三
つ
だ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
『
由
来
記
』
の
三
つ
に
対
し
、（「
殿
原
」
と
「
全
人
」
に
関
す
る
記
述
は
な
い
も
の
の
）『
跡
書
』
に
も
対
応
す
る
内
容
の
記
事
が
存
在
す
る
の
は
ひ
と
つ
し
か
な
い
。
そ
の
た
め
先
の
神
田
氏
は
、『
跡
書
』
成
立
時
に
は
「
殿
原
」
と
「
全
人
」
の
区
別
が
意
味
を
持
た
な
く
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る12
）
。
だ
と
す
れ
ば
、
な
お
の
こ
と
『
由
来
記
』
に
も
同
様
の
記
述
が
存
在
し
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、『
跡
書
』（
a’
）
に
は
本
福
寺
の
関
係
者
が
登
場
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
両
記
録
の
堅
田
に
関
す
る
記
事
群
を
見
比
べ
る
と
、
本
福
寺
関
係
者
が
登
場
す
る
の
は
『
跡
書
』
の
記
事
だ
け
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
内
の
ひ
と
つ
で
、『
由
来
記
』
に
も
同
様
の
内
容
の
記
述
が
あ
る
の
が
『
跡
書
』（
ｂ
）
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
内
容
が
共
通
す
る
『
由
来
記
』（
Ｂ
）
と
合
わ
せ
て
見
て
み
る
。
『
由
来
記
』（
Ｂ
）
一
殿
原
・
全
人
ニ
ヨ
ラ
ス
其
時
料
足
過
分
ニ
出
ス
人
還
住
ス
、
サ
ナ
キ
人ヒト
ハ
フ
タ
ヽ
ヒ
地
下
ヘ
ナ
ヲ
ラ
サ
ル
ナ
リ
、（
後
略
）、
『
跡
書
』（
ｂ
）
文フン
明メイ
二ニ
年ン
子
堅
田
逃
カタタテウタツ
ノ
衆シユ
、
挙コソリテ
還クエン
住チユ
ノ
談タン
合カウ
ト
云イヘリ
云
、
地
下
ハ
ス
ナ
三
合
ノ
所トコロヲ
、
過クワ
分フン
ノ
礼レイ
銭セン
礼レイ
物モツ
ヲ
モ
テ
、
山
門
ヲ
ト
ヽ
ノ
ヘ
シ
ニ
、
惣ソウ
次ナミ
ニ
マ
シ
テ
ナ
ヲ
法
住
ハ
三
百
八
十
貫
文
、
弟ヲト﹅法
西
ハ
八
十
貫
文
、
大
北
兵
衛
ハ
百
二
十
貫
文
、
塩シホ
津ツ
兵
衛
入
道
法
円
ハ
百
貫
文
、
堅
田
庄
内
ヘ
引
違
如
此
歴レキ
然セン
也ナリ
、（
後
略
）、
こ
れ
ら
の
記
事
は
、
先
の
『
由
来
記
』（
Ａ
）、『
跡
書
』（
ａ
）
の
流
れ
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
大
責
に
よ
っ
て
堅
田
か
ら
追
わ
れ
た
住
人
が
、
山
門
と
の
交
渉
を
行
い
、
礼
銭
を
支
払
う
こ
と
に
よ
っ
て
堅
田
へ
の
帰
還
を
果
た
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。『
由
来
記
』（
Ｂ
）
で
は
「
殿
原
」
も
「
全
人
」
も
区
別
無
く
、
礼
銭
を
支
払
っ
た
者
が
帰
還
で
き
た
と
あ
る
が
、『
跡
書
』（
ｂ
）
で
は
「
殿
原
」
も
「
全
人
」
も
登
場
せ
ず
、
法
住
（
本
福
寺
第
三
代
住
持
）
等
の
本
福
寺
関
係
者
が
多
く
の
礼
銭
を
支
払
っ
た
こ
と
に
焦
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
先
の
『
跡
書
』（
a’
）
が
堅
田
に
お
け
る
本
福
寺
関
係
者
の
発
言
力
を
示
す
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
『
跡
書
』（
ｂ
）
は
そ
の
経
済
力
を
示
す
も
の
だ
と
言
え
る
。
に
も
関
わ
ら
ず
、
『
由
来
記
』
に
は
同
様
の
記
述
が
存
在
し
な
い
。
先
述
の
と
お
り
、『
跡
書
』
が
記
さ
れ
た
当
時
の
本
福
寺
は
苦
境
に
あ
っ
た
。
『
跡
書
』
の
み
に
見
ら
れ
る
本
福
寺
関
係
者
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
少
し
で
も
堅
田
内
部
に
お
け
る
本
福
寺
の
立
場
を
強
化
す
る
た
め
、『
由
来
記
』
成
立
よ
り
も
後
に
な
っ
て
創
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
『
跡
書
』（
a’
）
の
場
合
は
他
の
堅
田
関
係
の
記
事
か
ら
離
れ
て
記
さ
れ
て
お
り
、
執
筆
者
の
『
跡
書
』
全
体
の
構
成
時
点
で
の
意
図
も
含
め
て
検
討
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
両
記
録
の
記
事
は
、
堅
田
に
関
す
る
部
分
に
お
い
て
も
執
筆
者
の
主
観
が
入
っ
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
、
特
に
『
跡
書
』
で
は
そ
の
可
能
性
が
よ
り
強
く
指
摘
で
き
る
。
内
容
の
全
て
が
創
作
と
は
言
え
な
い
が
、
可
能
性
が
捨
四
一
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篇
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）
て
き
れ
な
い
以
上
、
他
の
史
料
に
よ
る
裏
付
け
も
無
く
安
易
に
用
い
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
加
え
て
ひ
と
つ
注
意
し
て
お
き
た
い
の
が
、『
由
来
記
』、『
跡
書
』
の
双
方
と
も
、
堅
田
に
関
す
る
記
述
の
ほ
ぼ
全
て
が
執
筆
時
よ
り
も
過
去
の
話
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。
先
の
大
責
か
ら
し
て
両
記
録
の
成
立
よ
り
お
よ
そ
半
世
紀
も
前
の
出
来
事
で
あ
り
、
記
事
に
よ
っ
て
は
百
年
以
上
も
遡
る
内
容
の
も
の
も
あ
る
。
つ
ま
り
そ
の
内
容
は
、
執
筆
時
の
創
作
で
な
い
限
り
は
、
伝
聞
等
に
よ
り
執
筆
者
が
間
接
的
に
知
っ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
執
筆
者
へ
の
話
の
伝
達
過
程
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
記
事
だ
け
を
見
て
内
容
の
真
偽
を
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
執
筆
時
よ
り
も
過
去
の
話
だ
と
い
う
こ
と
は
、
執
筆
当
時
の
堅
田
の
有
り
様
も
記
述
か
ら
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
か
ら
も
、『
由
来
記
』
や
『
跡
書
』
の
堅
田
関
係
の
記
述
を
、
そ
の
ま
ま
事
実
と
し
て
用
い
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
と
は
言
え
、
そ
の
内
容
の
豊
富
さ
か
ら
見
て
も
、『
由
来
記
』
と
『
跡
書
』
の
記
述
が
、
中
世
堅
田
の
姿
を
考
え
る
上
で
重
要
な
史
料
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
こ
で
次
に
、
先
述
の
両
記
録
に
対
す
る
史
料
批
判
上
の
問
題
点
、
注
意
点
を
踏
ま
え
、
両
記
録
以
外
の
史
料
も
使
い
な
が
ら
、
中
世
堅
田
の
実
態
を
描
き
出
す
上
で
、
両
記
録
の
記
述
を
い
か
に
用
い
て
い
く
か
を
考
え
た
い
。
第
二
章
中
世
堅
田
の
活
動
の
実
態
一
、
堅
田
の
住
民
集
団
と
そ
の
活
動
先
述
の
と
お
り
、『
跡
書
』
の
記
事
の
中
に
は
、
堅
田
に
関
す
る
記
述
の
中
に
、
本
福
寺
関
係
者
の
動
向
が
加
え
ら
れ
た
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
一
方
で
、
本
福
寺
関
係
者
が
登
場
し
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、『
由
来
記
』
か
ら
『
跡
書
』
に
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
継
承
さ
れ
て
い
る
記
事
も
存
在
す
る
。
史
料
の
性
格
か
ら
考
え
て
、
本
福
寺
に
全
く
関
係
な
い
記
事
を
ま
と
め
て
記
す
と
は
考
え
に
く
い
た
め
、
本
福
寺
関
係
者
が
登
場
し
な
い
記
事
は
、「
本
福
寺
を
含
む
堅
田
全
体
」
に
関
係
す
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
次
は
、
本
福
寺
関
係
者
が
登
場
せ
ず
、
か
つ
堅
田
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
記
事
に
注
目
し
て
み
る
。
先
の
大
責
関
係
の
も
の
を
除
い
て
、『
由
来
記
』
と
『
跡
書
』
で
内
容
が
共
通
し
、
か
つ
『
跡
書
』
に
お
い
て
も
本
福
寺
関
係
者
が
登
場
し
て
い
な
い
記
事
を
見
て
み
る
と
、
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
が
『
由
来
記
』（
Ｅ
）
と
『
跡
書
』（
ｅ
）
で
あ
る
。
『
由
来
記
』（
Ｅ
）
一
堅
田
三
方
ト
ハ
北
ノ
切
・
東
ノ
切
・
西
ノ
切
也
、
四
方
ト
ハ
今
堅
田
ヲ
ク
ワ
ヘ
テ
イ
フ
、
北
ノ
切
ヲ
宮
ノ
切
ト
イ
フ
ハ
、
当
社
切
ノ
マ
ン
中
ニ
オ
ハ
シ
マ
セ
ハ
、
ミ
ヤ
ヲ
カ
タ
ト
リ
テ
イ
フ
ナ
リ
、
コ
ノ
四
方
ノ
ウ
チ
ニ
ハ
マ
ツ
宮
ノ
切
惣
領
ノ
切
ナ
ル
ヲ
東
ノ
切
ヨ
リ
渡ト
崎サキ
ノ
チ
ヤ
ウ
ト
ハ
ト
ク
コ
ノ
地
下
ノ
ハ
シ
マ
リ
ナ
レ
ハ
イ
フ
ト
ア
リ
、（
後
略
）、
『
跡
書
』（
ｅ
）
堅
田
三サン
方ハウ
ト
ハ
宮
切
ミヤノキリ
キタ
ウラ
・
東
切
ヒカシノキリ
ヒカシ
ウラ
・
西
切
也
ニシノキリナリ
ニシ
ウラ
ナリ
、
今イマ
堅カタ
田﹅
ヲ
加クワヘテ
四シ
方ハウ
ト
ス
、
宮ミヤ
ノ
切キリ
ヲ
余ヨ
ノ
切
ヨ
リ
北
ノ
切
ト
イ
フ
、
大オホ
宮ミヤ
コ
ノ
切キリ
ノ
ナ
カ
ニ
オ
ハ
セ
ハ
、
カ
タ
ト
リ
宮ミヤ
ノ
切キリ
ト
イ
フ
、
コ
レ
ヲ
ヲ
里サト
ノ
町チヤウト
モ
イ
フ
、
大オホ
友トモ
ス
マ
セ
タ
マ
フ
御ヲ
里サト
ナ
レ
ハ
イ
フ
ナ
リ
、
当
所
ノ
総ソウ
領リヤウ
也ナリ
、
又
東
ノ
切キリ
衆シユ
、
渡
崎サキ
ノ
町チヤウト
テ
、
ワ
ガ
切キリ
サ
ト
ノ
ハ
シ
マ
リ
ト
イ
フ
、（
後
略
）、 四
二
中
世
後
期
の
堅
田
と
そ
の
実
態
（
田
口
綾
）
こ
れ
ら
の
記
述
内
容
は
堅
田
の
在
地
構
造
に
関
わ
る
も
の
で
、
堅
田
が
内
部
を
宮
切
（
北
ノ
切
）・
東
切
・
西
切
・
今
堅
田
の
「
四
方
」
に
分
け
て
把
握
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
そ
の
「
四
方
」
が
ど
の
よ
う
な
分
け
方
に
よ
る
も
の
な
の
か
は
、
こ
こ
に
見
え
る
記
述
だ
け
で
は
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
、
史
料
中
の
「
大
宮
」
と
は
堅
田
大
宮
（
現
・
伊
豆
神
社
）
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
コ
ノ
切
（
北
ノ
切
）
ノ
ナ
カ
ニ
オ
ハ
セ
ハ
、
カ
タ
ト
リ
宮
ノ
切
ト
」
言
っ
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
居
住
領
域
に
関
わ
る
分
け
方
で
あ
っ
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。
近
世
の
堅
田
の
宮
座
組
織
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
し
た
小
栗
栖
健
治
氏
は
、『
由
来
記
』、
『
跡
書
』
に
記
さ
れ
た
「
四
方
」
は
集
落
形
態
の
ま
と
ま
り
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
状
態
は
近
世
に
引
き
継
が
れ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
中
世
の
「
堅
田
四
方
」
の
内
、
宮
切
と
東
切
が
堅
田
大
宮
、
西
切
が
神
田
神
社
、
今
堅
田
が
伊
豆
神
田
神
社
を
中
心
と
す
る
宮
座
組
織
を
そ
れ
ぞ
れ
形
成
し
て
い
た
と
し
て
い
る13
）
。
つ
ま
り
、『
由
来
記
』、『
跡
書
』
に
記
さ
れ
た
「
四
方
」
の
別
は
、
住
民
組
織
の
別
に
も
関
係
し
て
お
り
、
そ
の
状
況
は
『
由
来
記
』、『
跡
書
』
が
執
筆
さ
れ
た
当
時
に
も
当
て
は
ま
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
で
は
、
こ
の
「
四
方
」
に
分
か
れ
た
状
態
は
い
つ
頃
成
立
し
た
も
の
な
の
か
。
伊
藤
裕
久
氏
は
、
土
地
売
券
な
ど
に
記
さ
れ
た
小
字
名
に
「
切
」
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
大
責
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
応
仁
二
年
以
降
で
あ
り
、
一
方
で
そ
れ
ま
で
見
ら
れ
た
「
浦
」
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
責
を
契
機
と
し
て
「
浦
」
が
「
切
」
へ
と
変
質
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る14
）
。
た
だ
し
、
堅
田
の
内
部
が
複
数
に
分
か
れ
た
状
態
な
ら
ば
、
十
四
世
紀
末
に
す
で
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
応
永
四
年
（
一
三
九
七
）、
湖
北
の
菅
浦
と
堅
田
の
漁
師
と
の
間
で
、
湖
上
の
漁
業
域
に
つ
い
て
相
論
が
起
こ
っ
た
。
そ
の
相
論
の
際
、
菅
浦
と
堅
田
漁
師
と
の
間
で
改
め
て
漁
場
の
取
り
決
め
が
成
さ
れ
、
契
約
状
が
出
さ
れ
て
い
る
。
端
裏
書
）
「
か
た
ゝ
の
証
文
之
状
」
近
江
国
堅
田
与
菅
浦
海
上
相
論
事
右
契
約
趣
者
、
海
津
之
地
頭
所
之
御
媒
介
仰
申
、
潮湖
）上
の
す
な
と
り
の
四
至
し
し
示
）
は
う
し
を
定
申
処
如
此
、
然
塩
津
口
西
東
大
崎
・
同
海
津
前
不
有
脱
）
可
子
細
者
也
、
就
中
小
野
江
・
片
山
・
ほ
う
ち
や
う
被
直
差
候
条
、
殊
更
以
喜
悦
候
、
然
聞
此
上
者
、
海
上
す
な
と
り
に
よ
て
、
聊
雖
為
、
子
々
孫
々
違
乱
妨
成
申
、
更
々
不
可
有
者
也
、
仍
為
後
年
証
拠
明
鏡
四
時至
）は
う
し
状
如
件
、
今
堅
田
道
賢
（
花
押
）
西
浦
妙
願
（
花
押
）
次
郎
左
衛
門
（
花
押
）
惣
領
道
寂
（
花
押
）
道
信
（
花
押
）
道
満
（
花
押
）
道
観
（
花
押
）
道
忍
（
花
押
）
応
永
四
年
十
一
月
廿
四
日15
）
こ
の
文
書
は
「
か
た
ゝ
の
証
文
」
で
あ
り
、
契
約
を
交
わ
し
た
内
容
は
「
近
江
国
堅
田
与
菅
浦
海
上
相
論
事
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
し
か
し
堅
田
側
の
署
名
に
は
、
「
惣
領
」、「
西
浦
」（
こ
れ
が
後
の
「
西
切
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
）、「
今
堅
田
」
の
そ
れ
ぞ
れ
で
分
け
て
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
集
落
形
態
の
ま
と
ま
り
を
表
す
な
ら
ば
、
お
そ
ら
く
署
名
し
て
い
る
の
は
各
集
落
の
代
表
者
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
堅
田
全
体
と
し
て
相
論
を
行
う
一
方
、
内
部
で
は
複
数
の
集
団
が
個
々
に
関
わ
っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
て
、『
由
来
記
』（
Ｅ
）
や
『
跡
書
』（
ｅ
）
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
宮
切
は
四
三
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
一
号
（
二
〇
一
三
年
三
月
）
「
惣
領
ノ
切
」、「
当
所
ノ
総
領
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
先
行
研
究
で
は
宮
切
住
人
が
堅
田
の
上
位
層
で
あ
り
、「
特
権
」
を
掌
握
す
る
者
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た16
）
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
少
々
疑
問
が
生
じ
る
。
先
述
の
菅
浦
と
の
契
約
状
を
見
る
と
、
署
名
の
中
に
東
切
の
前
身
と
思
わ
れ
る
も
の
が
見
ら
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
相
論
が
あ
っ
た
当
時
に
は
ま
だ
集
団
自
体
が
存
在
し
な
か
っ
た
と
い
う
考
え
方
が
で
き
な
い
訳
で
は
な
い
が
、
も
う
ひ
と
つ
考
え
ら
れ
る
の
が
、
東
切
の
前
身
で
あ
る
集
団
は
、
そ
の
相
論
に
関
わ
ら
な
か
っ
た
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。
近
世
の
話
で
あ
る
が
、
堅
田
漁
師
は
そ
れ
ぞ
れ
の
「
切
」
ご
と
に
異
な
る
漁
法
、
異
な
る
漁
業
域
で
活
動
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
集
団
は
互
い
を
ま
っ
た
く
別
の
存
在
と
し
て
認
識
し
て
お
り
、
漁
場
の
主
張
や
相
論
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
個
別
に
行
っ
て
い
た17
）
。
と
き
に
は
互
い
を
相
手
取
っ
て
の
相
論
に
至
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
個
々
の
独
立
性
の
強
さ
が
伺
え
る18
）
。
近
世
の
住
民
組
織
の
別
が
中
世
か
ら
引
き
継
が
れ
た
も
の
で
あ
る
な
ら
、
各
自
の
活
動
の
独
立
性
も
ま
た
、
中
世
か
ら
成
立
し
て
い
て
何
ら
不
自
然
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
中
世
堅
田
に
お
け
る
諸
々
の
活
動
も
ま
た
、
個
々
の
住
民
組
織
ご
と
に
独
立
し
て
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
可
能
性
が
見
ら
れ
る
の
は
漁
業
だ
け
で
は
な
い
。
預
り
申
御
関
之
事
合
四
ヶ
所
者
警
固
関
之
内
四
分
一
之
分
一
事
同
弐
頭
分
之
事
新
関
十
分
一
之
事
駄
別
十
分
一
以
上
跡
書
右
件
之
御
関
者
、
公
用
銭
五
貫
文
仁
相
究
、
為
惣
中
預
り
申
者
也
、
然
者
毎
年
十
一
月
中
仁
運
上
可
申
者
也
、
万
一
於
無
沙
汰
者
、
当
嶋
之
舟
於
何
方
成
共
可
被
押
召
者
也
、
仍
為
後
日
預
り
状
如
件
永
禄
八
年
乙
丑
年
三
月
廿
日
沖
嶋
惣
代
一
和
尚
定
勝
中
老
代
三
郎
衛
門
若
衆
代
小
太
郎
堅
田
両
切
御
番
頭
様
参19
）
こ
の
史
料
は
、
永
禄
八
年
（
一
五
六
五
）
に
沖
島
か
ら
堅
田
へ
宛
て
て
出
さ
れ
た
関
の
預
状
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
沖
島
惣
中
は
堅
田
か
ら
「
警
固
関
」
を
預
か
っ
て
お
り
、
そ
の
公
用
銭
五
貫
文
を
、
毎
年
十
一
月
に
運
上
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
当
時
の
堅
田
が
沖
島
に
対
し
て
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
表
す
内
容
で
あ
る
が
、
署
名
に
花
押
が
無
く
案
文
に
も
見
え
る
一
方
、
伝
え
ら
れ
て
い
た
の
は
宛
先
で
あ
る
堅
田
側
で
あ
り
、
偽
文
書
で
あ
る
可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
。
た
だ
、
こ
こ
で
問
題
に
し
た
い
の
は
文
書
の
真
偽
で
は
な
く
、
宛
所
の
書
き
方
で
あ
る
。
こ
の
書
状
の
宛
所
は
、「
堅
田
両
切
」
の
番
頭
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
堅
田
に
は
こ
の
前
年
に
沖
島
の
関
の
公
用
銭
の
詳
細
を
伝
え
る
内
容
の
文
書
も
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
差
し
出
し
に
「
堅
田
両
切
／
所
」
と
あ
る20
）
。
こ
の
「
所
」
と
い
う
語
は
、
永
禄
五
年
に
記
さ
れ
た
「
堅
田
大
宮
社
中
年
中
諸
役
下
行
儀
式
」（
以
下
、「
下
行
儀
式
」）
に
も
確
認
で
き
る21
）
。
こ
れ
は
堅
田
大
四
四
中
世
後
期
の
堅
田
と
そ
の
実
態
（
田
口
綾
）
宮
の
宮
座
記
録
で
あ
り
、
そ
し
て
先
述
の
と
お
り
、
堅
田
大
宮
を
中
心
と
す
る
宮
座
組
織
を
形
成
し
た
の
は
宮
切
と
東
切
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
先
の
史
料
の
「
堅
田
両
切
／
所
」
と
は
、
宮
切
と
東
切
を
指
す
も
の
と
推
測
で
き
る
。
つ
ま
り
、
沖
島
の
関
と
の
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
の
は
堅
田
全
体
で
は
な
く
、
宮
切
と
東
切
の
み
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る22
）
。
さ
ら
に
、『
跡
書
』
の
成
立
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
記
録
断
簡
に
は
、「
関
上
乗
代
官
衆
上
分
」
と
い
う
文
言
が
記
さ
れ
て
い
る23
）
。
確
認
で
き
る
年
号
が
天
文
五
年
（
一
五
三
六
）
か
ら
同
九
年
ま
で
で
あ
り
、「
天
文
八
年
十
二
月
迄
所
公
用
十
三
ヶ
月
分
六
百
八
十
文
」
等
の
記
述
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、「
所
」
の
公
用
銭
に
つ
い
て
の
記
録
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
当
時
の
「
関
上
乗
」
に
は
代
官
が
置
か
れ
、「
所
」
の
公
用
銭
の
一
部
が
そ
の
上
分
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
沖
島
の
警
固
関
、「
下
行
儀
式
」、
そ
し
て
「
関
上
乗
」
に
関
す
る
史
料
の
全
て
が
同
じ
居
初
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
合
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、
こ
れ
ら
に
出
て
く
る
「
所
」
が
同
一
の
も
の
を
表
し
て
い
る
可
能
性
は
非
常
に
高
い
。
そ
し
て
同
一
で
あ
っ
た
場
合
、
堅
田
の
「
特
権
」
の
一
部
で
あ
る
「
関
上
乗
」
に
関
与
し
て
い
た
の
も
、
堅
田
全
体
で
は
な
く
宮
切
と
東
切
だ
け
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
堅
田
の
諸
々
の
活
動
は
、
堅
田
内
部
に
お
い
て
さ
ら
に
複
数
の
集
団
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
て
営
ん
で
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、「
個
々
の
集
団
の
集
合
体＝
堅
田
」
と
し
て
他
の
浦
々
に
優
位
性
を
持
っ
て
い
た
と
見
れ
ば
、
個
々
の
集
団
の
活
動
を
一
括
り
に
し
て
「
堅
田
の
活
動
」
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
も
無
理
で
は
な
い
。
し
か
し
、
沖
島
か
ら
の
文
書
の
宛
所
が
「
堅
田
両
切
」
と
限
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
堅
田
全
体
で
は
な
く
そ
の
一
部
と
の
関
係
で
あ
る
と
い
う
意
識
は
、
そ
の
活
動
の
当
事
者
に
確
か
に
存
在
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
二
、
両
記
録
に
見
え
る
堅
田
の
活
動
で
は
次
に
、
堅
田
の
活
動
に
関
す
る
『
由
来
記
』
お
よ
び
『
跡
書
』
の
記
述
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
『
由
来
記
』（
Ｅ
）
一
昔
当
所
ハ
ワ
カ
船
ニ
ノ
セ
タ
ル
タ
ヒ
ウ
ト
タ
ニ
モ
ナ
ヤ
マ
ス
間
、
他
人
ノ
船
ヘ
カ
イ
ソ
ク
ヲ
カ
ク
ル
事
イ
フ
ニ
ヲ
ヨ
ハ
ス
、
コ
レ
ニ
ヨ
リ
テ
四
十
九
浦
ヨ
リ
縁
ヲ
ヒ
キ
テ
タル
ツ
ヽ
ヲ
入
、
ノ
ホ
リ
ク
タ
リ
ノ
旅タヒ
人ウト
荷
物
已
下
ワ
ツ
ラ
イ
ナ
キ
ヤ
ウ
ニ
ヲ
ク
リ
テ
タ
マ
ハ
レ
ナ
ン
ト
、
浦
津
ミ
ナ
ト
ヨ
リ
方
ヲ
サ
タ
メ
ウ
ケ
ト
リ
テ
ヲ
ク
リ
ナ
ラ
ハ
ス
ル
在
所
ナ
リ
、
ソ
レ
ニ
ツ
イ
テ
ハ
役
所
ノ
ウ
ハ
ノ
リ
ト
サ
タ
メ
、
ウ
ラ
〳
〵
ヲ
ソ
ノ
上
乗
ト
イ
フ
、
コ
ノ
ウ
ラ
ヲ
知
行
ス
ル
ホ
ト
ヒ
ク
ワ
ン
モ
ア
ル
ソ
、
『
跡
書
』（
e’
）
当
堅
田
湖
ミツウミ
九
十
九
浦
知
行
ハ
、
尼アマ
前ウセ
カ
浜ハマ
ニ
波ナミ
ヤ
ラ
イ
ノ
石イシ
ヲ
長ナカ〳
〵
ト
ツ
キ
出イタ
ス
、
ナ
キ
サ
ニ
ハ
、
ト
イ
ニ
サ
イ
カ
シ
ヲ
ウ
ヘ
タ
リ
、
上
下
ノ
船フ子
ニ
海カイ
賊ソク
ヲ
カ
ク
ル
ナ
リ
、
浦ウラ〳
〵
ノ
船フ子
モ
、
ト
ヲ
リ
カ
子
テ
、
堅
田
ニ
ヨ
キ
エ
ン
ヲ
一
人ニン
ツ
ヽ
相アヒ
定サタメ
モ
テ
、
舟
ノ
ヘ
サ
キ
、
ハ
タ
シ
ル
シ
ノ
コ
ト
ク
、
ヒ
ラ
〳
〵
ヲ
指
サ
シ
上
ア
ケ
テ
、
ソ
ン
チ
ヤ
ウ
ソ
コ
ヘ
マ
イ
ル
フ
子
ト
理
コトハリ
テ
ト
ヲ
レ
ハ
、
相サヲ
違イ
ナ
ク
ス
ル
〳
〵
ト
ト
ヲ
ス
ホ
ト
ニ
、
ソ
レ
ヨ
リ
ソ
ノ
浦ウラ
カ
ラ
、
ソ
ン
チ
ヤ
ウ
ソ
ノ
上
ウ
ハ
乗
ノ
リ
ニ
テ
候
ト
テ
、
上ウハ
乗ノリ
ヲ
ウ
リ
カ
イ
ニ
シ
テ
、
タ
チ
ハ
〳
〵
ヲ
サ
ウ
コ
ク
シ
テ
、
命イノチヲ
果ハタスコ
ト
度ト
﹅
ナ
リ
、
カ
ク
ス
ル
程ホト
ニ
、
四
五
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
一
号
（
二
〇
一
三
年
三
月
）
浦ウラ〳
〵
知
行
チキヤウ
ニ
ナ
ス
コ
ト
、
永
正
（ママ）
年
ニ
至イタリテ
二
百
余ヨ
ヶカ
年ン
子
ト
云イヘリ云
、
こ
れ
ら
の
記
事
は
、「
上
乗
」
の
成
立
背
景
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
元
々
「
上
乗
」
と
は
、
堅
田
以
外
の
浦
の
船
に
対
し
て
堅
田
側
が
海
賊
行
為
を
仕
掛
け
な
い
と
い
う
保
証
を
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
『
由
来
記
』
が
執
筆
さ
れ
る
頃
に
は
「
知
行
」
と
称
さ
れ
る
状
況
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
両
記
録
の
話
の
流
れ
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
互
い
の
記
述
を
細
か
く
比
較
し
て
み
る
と
、『
由
来
記
』
で
は
「
四
十
九
浦
ヨ
リ
縁
ヲ
ヒ
キ
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
『
跡
書
』
で
は
「
湖
九
十
九
浦
知
行
」
と
二
倍
近
い
数
を
挙
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
、『
由
来
記
』
で
は
そ
の
始
ま
り
を
単
に
「
昔
」
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
『
跡
書
』
で
は
「
浦ウラ〳
〵
知
行
チキヤウ
ニ
ナ
ス
コ
ト
、
永
正
（マ
マ）
年
ニ
至イタリ
テ
二
百
余ヨ
ヶカ
年ン
子
」
と
具
体
的
に
記
し
て
い
る
。『
跡
書
』
の
方
が
、
上
乗
の
及
ぶ
範
囲
の
広
さ
と
歴
史
を
よ
り
強
調
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
先
述
の
「
関
上
乗
代
官
衆
上
分
」
に
関
す
る
記
録
は
、
成
立
年
代
が
ち
ょ
う
ど
『
跡
書
』
の
成
立
と
同
じ
頃
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
跡
書
』
が
成
立
し
た
頃
の
「
関
」
と
「
上
乗
」
は
、
一
括
り
に
し
て
管
理
・
運
営
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
先
の
「
上
乗
」
に
関
す
る
記
述
同
様
、「
関
」
に
つ
い
て
の
記
述
に
も
ま
た
、『
由
来
記
』
と
『
跡
書
』
で
は
違
い
が
見
ら
れ
る
。
『
由
来
記
』（
Ｉ
）
一
ス
カ
ノ
ヨ
シ
、
オ
キ
ノ
ヨ
シ
ニ
ツ
イ
テ
、
カ
マ
ク
ラ
ト
ノ
ニ
テ
六
角
方
・
堅タ
田﹅
両
方
ア
ラ
ソ
ヒ
ニ
テ
タ
イ
ケ
ツ
ア
リ
、
六
角
ト
ノ
ハ
海
ヨ
リ
東
地
御
知
行
也
、
堅
田
ハ
湖
十
二
郡
ヲ
知
行
致
、
其
成
敗
ヲ
仕
リ
候
ト
ヲ
リ
ヲ
申
ス
、
ナ
ヲ
カ
タ
ヽ
侍
俗
性
王
ソ
ン
ト
ム
カ
シ
ヨ
リ
申
ツ
タ
ヘ
ケ
ル
コ
ト
ハ
リ
ヲ
オ
ホ
カ
タ
申
処
ニ
、
六
角
ト
ノ
ハ
右
座
、
カ
タ
ヽ
侍
ハ
左
座
ニ
ヲ
カ
セ
ラ
レ
、
サ
ヌ
キ
エ
ン
サ
重カサ
而テ
子
御
前
ニ
祇
候
ツ
カ
マ
ツ
ル
、
双サウ
方ハウ
問モン
答タウ
キ
コ
シ
メ
サ
ル
ヽ
、
サ
テ
モ
カ
タ
ヽ
侍
ソ
モ
〳
〵
オ
キ
ノ
ヨ
シ
ト
申
ス
ハ
ト
申
シ
ア
ケ
候サフラヒ
シ
ヲ
、
ハ
ヤ
キ
コ
ヘ
テ
ア
リ
、
オ
キ
ノ
ヨ
シ
ト
イ
フ
ナ
レ
ハ
カ
タ
ヽ
知
行
セ
イ
テ
ハ
ト
聞キコシ
召メシ
分ワケ
ラ
レ
問
答
ニ
カ
チ
タ
リ
、（
後
略
）、
『
跡
書
』（
ｉ
）
一ヒト
年トセ
鎌カマ
倉クラ
殿
御ヲン
前マヘ
ニ
テ
、
六
角
方
ト
堅
田
ト
、
オ
キ
ノ
ヨ
シ
ヲ
対タイ
決クエチ
ノ
事コト
、
カ
タ
ヽ
ノ
使シ
者シヤ
ハ
ツ
ヽ
レ
ヲ
キ
テ
、
カ
イ
ヲ
杖ツエ
ニ
ツ
キ
下ケ
向カウ
ス
、
即
スナハチ
御コ
前セン
ニ
テ
左ヒタリ座サ
ニ
サ
ヌ
キ
円エン
座サ
ヲ
重カサ
子
シ
キ
ニ
シ
カ
セ
ラ
レ
、
ソ
モ
ソ
モ
コ
ノ
奥ヲキ
ノ
ヨ
シ
ト
申
ハ
ト
申マウシア
ケ
ケ
レ
ハ
、
ハ
ヤ
湖
ミツウミ
当
所
知
行
ノ
奥ヲキ
ト
御コ
分フン
別ヘチ
ア
リ
テ
、
利リ
ニ
フ
セ
ラ
ル
、（
中
略
）、
新ニツ
田タ
・
足アシ
之カ﹅
ノ
戦
タ﹅カイ、
堅カタ
田タ
ニ
新ニツ
田タ
殿トコ
タ
マ
ラ
ス
、
真マ
野ノ
ノ
フ
ケ
ノ
下シタ
ノ
海カイ
道タウ
ニ
テ
軍イクサナ
ラ
ス
、
今イラ
堅カタ
田タヘ
ノ
キ
、
海カイ
津ツ
ヘ
ア
カ
リ
、
ツ
ル
カ
ヘ
ノ
キ
タ
マ
フ
、
足アシ
之カ﹅
殿トノ
、
堅
田
船フ子
八ヤ
艘ソウ
ニ
テ
、
カ
イ
ツ
ヘ
追オツ
懸カケ
給タマフ
ニ
、（
中
略
）
足アシ
之カ﹅
殿トノ
ハ
軍
イクサニ
ニ
カ
タ
セ
タ給
マ
ヒ
、
堅カタ
田﹅
ヘ
セ
キ
ヲ
成ナシ
下クタ
サ
ル
ル
コ
ト
、
今コム
度ト
忠チウ
節セツ
ヲ
致イタスホ
ウ
ビ
ト
云云
、
ウン〳
〵
こ
れ
ら
は
堅
田
が
「
オ
キ
ノ
ヨ
シ
」
の
知
行
権
に
つ
い
て
、
鎌
倉
殿
の
前
で
六
角
氏
と
争
っ
た
と
い
う
話
を
記
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
堅
田
は
将
軍
直
々
に
「
オ
キ
ノ
ヨ
シ
」
の
知
行
権
を
認
め
ら
れ
、
六
角
方
に
勝
利
し
た
と
い
う
。
当
然
、
真
偽
の
程
は
疑
わ
し
い
話
だ
が
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、『
跡
書
』
（
ｉ
）
の
後
半
部
分
に
、『
由
来
記
』
で
は
見
ら
れ
な
い
堅
田
の
「
関
」
の
由
緒
が
記
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
堅
田
の
「
関
」
は
足
利
尊
氏
と
新
田
義
貞
と
の
戦
い
の
際
、
堅
田
が
尊
氏
側
に
味
方
し
て
功
績
を
残
し
た
た
め
、
そ
四
六
中
世
後
期
の
堅
田
と
そ
の
実
態
（
田
口
綾
）
の
忠
節
の
褒
美
と
し
て
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
堅
田
に
は
、
こ
の
「
関
が
足
利
尊
氏
か
ら
与
え
ら
れ
た
」
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
と
し
て
、
元
弘
三
年
（
一
三
三
三
）
に
足
利
尊
氏
か
ら
与
え
ら
れ
た
と
い
う
感
状
が
伝
わ
っ
て
い
る24
）
。
し
か
し
、『
跡
書
』
の
記
述
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
尊
氏
か
ら
「
関
」
が
与
え
ら
れ
た
の
は
、
新
田
義
貞
が
越
前
へ
と
逃
亡
し
た
建
武
三
年
（
一
三
三
六
）
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
先
の
感
状
は
、「
関
」
が
足
利
尊
氏
か
ら
与
え
ら
れ
た
と
い
う
点
は
『
跡
書
』
と
共
通
す
る
も
の
の
、
そ
の
内
容
の
示
す
年
代
が
食
い
違
っ
て
お
り
、
偽
文
書
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
権
利
を
証
明
す
る
た
め
の
偽
文
書
が
作
成
さ
れ
る
場
合
、
そ
の
背
景
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
そ
の
権
利
を
め
ぐ
る
訴
訟
が
生
じ
て
い
た
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
堅
田
の
「
関
」
の
権
利
を
証
明
す
る
文
書
が
偽
作
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
堅
田
の
「
関
」
の
運
営
が
何
者
か
に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
の
可
能
性
を
裏
付
け
る
史
料
は
今
の
と
こ
ろ
無
く
、
先
の
尊
氏
の
感
状
が
偽
作
さ
れ
た
時
期
も
不
明
だ
が
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
『
由
来
記
』
と
『
跡
書
』
間
で
の
、「
関
」
お
よ
び
「
上
乗
」
に
関
す
る
記
述
の
違
い
で
あ
る
。
先
述
の
と
お
り
、『
跡
書
』
で
は
『
由
来
記
』
に
比
べ
、「
上
乗
」
の
影
響
の
及
ぶ
広
さ
と
歴
史
の
古
さ
を
強
調
し
て
記
し
て
い
る
。
も
し
こ
の
違
い
が
、
両
記
録
そ
れ
ぞ
れ
の
成
立
時
に
お
い
て
、「
上
乗
」
の
歴
史
を
強
調
す
る
必
要
性
に
差
が
あ
っ
た
た
め
に
生
じ
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
『
由
来
記
』
成
立
か
ら
『
跡
書
』
成
立
ま
で
の
間
に
「
上
乗
」
を
取
り
巻
く
状
況
が
変
化
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、『
跡
書
』
が
成
立
し
た
頃
に
は
、
堅
田
の
「
上
乗
」
の
歴
史
を
強
調
す
る
必
要
性
が
よ
り
高
ま
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
様
に
、「
関
」
の
由
緒
が
『
由
来
記
』
に
記
さ
れ
て
い
な
い
理
由
も
、『
跡
書
』
成
立
当
時
に
こ
そ
「
関
」
の
由
緒
を
語
る
必
要
性
が
生
じ
て
い
た
か
ら
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
権
利
を
証
明
す
る
文
書
が
作
ら
れ
る
理
由
と
同
じ
よ
う
に
、
権
利
を
妨
げ
ら
れ
る
と
い
う
状
況
が
生
じ
る
こ
と
で
、
権
利
の
由
緒
は
よ
り
声
高
に
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
推
測
で
き
る
。
よ
っ
て
、『
由
来
記
』
成
立
後
か
ら
『
跡
書
』
が
成
立
す
る
ま
で
の
間
に
、
堅
田
の
「
関
」
お
よ
び
「
上
乗
」
の
運
営
に
関
し
て
、
何
ら
か
の
障
害
が
発
生
し
て
い
た
と
い
う
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
前
章
で
見
た
『
跡
書
』（
a’
）
に
戻
る
が
、
こ
の
記
事
の
内
容
も
ま
た
『
跡
書
』
だ
け
に
記
さ
れ
た
話
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
こ
に
は
、
堅
田
の
「
関
上
乗
」
が
奪
取
さ
れ
た
様
子
が
は
っ
き
り
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、『
跡
書
』
の
執
筆
者
の
理
解
す
る
「
関
上
乗
」
の
姿
と
は
、
堅
田
の
絶
対
的
な
権
利
で
は
な
く
、
他
者
に
よ
っ
て
脅
か
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
も
そ
も
、『
由
来
記
』
よ
り
前
の
史
料
に
現
れ
る
堅
田
の
「
関
」
は
、
そ
の
主
導
権
が
山
門
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
応
永
十
八
年
（
一
四
一
一
）、
室
町
幕
府
は
延
暦
寺
に
命
じ
、
妙
法
院
領
で
あ
っ
た
近
江
国
栗
見
本
荘
の
年
貢
を
勘
過
さ
せ
る
よ
う
「
近
江
奥
嶋
・
堅
田
・
坂
本
等
」
の
諸
関
に
下
知
さ
せ
て
い
る25
）
。
ま
た
、
文
安
五
年
（
一
四
四
八
）
七
月
に
は
、「
坂
本
関
々
、
堅
田
・
船
木
已
下
諸
関
」
が
異
儀
に
及
ん
だ
た
め
に
南
禅
寺
仏
殿
建
造
用
の
材
木
の
運
送
が
滞
っ
て
い
る
と
し
て
、
幕
府
か
ら
山
門
に
対
し
、
各
関
に
「
可
勘
過
之
旨
、
厳
密
可
被
下
知
」
と
要
請
が
出
さ
れ
て
い
る26
）
。
つ
ま
り
、
そ
の
成
立
事
情
は
と
も
か
く
、
堅
田
の
「
関
」
は
山
門
の
影
響
下
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
先
の
『
跡
書
』（
a’
）
の
話
の
中
で
は
、
堅
田
か
ら
「
関
」
を
奪
っ
た
の
は
他
四
七
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
一
号
（
二
〇
一
三
年
三
月
）
な
ら
ぬ
山
門
か
ら
の
攻
撃
で
あ
っ
た
。『
跡
書
』
の
成
立
当
時
に
、
堅
田
の
「
関
」
の
運
営
に
対
し
て
、
現
実
に
山
門
か
ら
何
ら
か
の
圧
力
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、「
関
」
が
堅
田
に
絶
対
的
に
帰
属
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
危
機
感
は
、
堅
田
の
中
に
確
か
に
存
在
し
て
い
た
も
の
と
考
え
る
。
そ
し
て
『
跡
書
』
の
成
立
当
時
に
は
、
そ
の
「
関
」
と
「
上
乗
」
は
一
括
り
に
し
て
把
握
さ
れ
て
い
た
。「
関
」
の
運
営
に
何
ら
か
の
危
機
が
生
じ
て
い
た
と
仮
定
す
れ
ば
、
同
時
に
「
上
乗
」
に
も
影
響
が
及
ん
で
い
た
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
先
述
の
『
由
来
記
』（
Ｅ
）
と
『
跡
書
』（
ｅ
）
に
お
け
る
記
述
の
違
い
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、『
跡
書
』
執
筆
時
に
「
上
乗
」
の
由
緒
を
よ
り
強
調
し
よ
う
と
い
う
意
志
が
働
い
た
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、『
由
来
記
』（
Ｉ
）、『
跡
書
』（
ｉ
）
に
記
さ
れ
た
「
オ
キ
ノ
ヨ
シ
」
に
関
し
て
言
え
ば
、
他
者
に
よ
っ
て
脅
か
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
を
、
別
の
史
料
か
ら
は
っ
き
り
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
堅
田
惣
庄
知
行
分
之
事
、
条
々
有
子
細
、
数
年
雖
申
付
之
、
依
令
懇
望
、
返
付
之
上
者
、
其
段
可
被
存
知
者
也
、
仍
状
如
件
、
永
正
十拾
月
廿
七
日
貞
説
（
花
押
）〔
伊
庭
貞
説
〕
諸
浦
中27
）
こ
れ
は
、
永
正
十
年
（
一
五
一
三
）
十
月
、
六
角
氏
の
守
護
代
で
あ
っ
た
伊
庭
貞
説
が
、「
諸
浦
中
」
に
宛
て
て
「
堅
田
惣
庄
知
行
分
」
返
還
の
旨
を
通
知
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
同
じ
日
付
で
貞
説
の
前
代
の
伊
庭
貞
隆
か
ら
「
堅
田
惣
庄
中
」
に
宛
て
て
出
さ
れ
た
書
下
に
、
当
庄
知
行
分
奥
嶋
・
同
沖
蘆
諸
浦
役
・
諸
公
事
等
之
事
、
子
細
在
之
、
近
年
随
申
付
之
、
種
々
懇
望
候
条
、
如
元
返
付
訖
、
然
上
者
於
向
後
不
可
有
相
違
者
也
、
仍
状
如
件
、
永
正
十拾
月
廿
七
日
貞
隆
（
花
押
）〔
伊
庭
貞
隆
〕
堅
田
惣
庄
中28
）
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
先
の
「
堅
田
惣
庄
知
行
分
」
の
詳
細
が
「
奥
嶋
・
同
沖
蘆
諸
浦
役
・
諸
公
事
等
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。「
堅
田
惣
庄
中
」
と
い
う
の
は
、
お
そ
ら
く
先
の
「
堅
田
両
切
」
な
ど
一
部
の
集
団
を
指
す
も
の
に
対
し
、
堅
田
全
体
を
指
し
て
の
呼
称
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
諸
浦
中
」
と
い
う
の
は
、
琵
琶
湖
岸
の
諸
浦
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
永
正
十
年
当
時
、
伊
庭
氏
と
六
角
氏
の
間
は
不
仲
で
あ
り
、
さ
ら
に
翌
年
二
月
、
伊
庭
氏
は
六
角
氏
に
反
乱
を
起
こ
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
書
状
は
伊
庭
氏
が
堅
田
を
味
方
に
付
け
る
た
め
に
出
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ29
）
、
そ
の
成
立
の
背
景
に
つ
い
て
は
別
途
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
指
摘
し
た
い
の
は
、
奥
嶋
の
蘆
等
が
堅
田
側
に
「
返
付
」
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
「
返
付
」
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
以
前
に
一
度
は
堅
田
が
所
有
し
て
い
た
こ
と
な
る
。
つ
ま
り
、
永
正
十
年
よ
り
前
の
時
点
で
、
堅
田
は
「
奥
嶋
・
同
沖
蘆
諸
浦
役
・
諸
公
事
等
」
を
知
行
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
そ
の
権
利
は
一
度
六
角
氏
の
手
に
渡
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
が
出
さ
れ
た
年
代
は
、『
由
来
記
』
の
成
立
時
期
と
近
い
。
堅
田
が
「
オ
キ
ノ
ヨ
シ
」
の
知
行
を
六
角
氏
と
争
い
、
将
軍
直
々
に
認
め
ら
れ
た
と
い
う
壮
大
な
由
緒
は
、
お
そ
ら
く
こ
う
し
た
現
実
の
事
情
を
受
け
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
四
八
中
世
後
期
の
堅
田
と
そ
の
実
態
（
田
口
綾
）
従
来
の
研
究
で
は
、『
由
来
記
』、『
跡
書
』
に
記
さ
れ
た
こ
う
し
た
「
特
権
」
等
の
由
緒
は
、
堅
田
の
持
っ
て
い
た
力
を
物
語
る
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
こ
れ
ら
の
由
緒
は
、
堅
田
が
そ
の
活
動
を
阻
害
さ
れ
て
い
た
（
あ
る
い
は
そ
の
恐
れ
が
あ
っ
た
）
た
め
に
、
自
ら
の
立
場
を
強
化
す
る
目
的
で
語
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
先
の
「
上
乗
」
や
「
関
」
の
例
が
示
す
よ
う
に
、『
跡
書
』
成
立
当
時
は
そ
の
必
要
性
が
よ
り
高
ま
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
経
済
的
な
活
動
が
阻
害
さ
れ
た
場
合
、
当
然
そ
の
影
響
は
堅
田
全
体
に
及
ぶ
は
ず
で
あ
る
。
本
福
寺
の
住
持
が
寺
の
記
録
の
中
に
あ
え
て
記
し
た
の
は
、
そ
の
由
緒
を
主
張
す
る
こ
と
が
自
ら
の
利
害
に
も
関
わ
る
問
題
だ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
お
わ
り
に
以
上
、
中
世
堅
田
研
究
に
お
け
る
史
料
批
判
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
ま
た
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
、
中
世
後
期
の
堅
田
の
実
態
に
つ
い
て
、『
由
来
記
』
お
よ
び
『
跡
書
』
の
記
述
か
ら
可
能
な
限
り
考
察
を
試
み
た
。
『
由
来
記
』
や
『
跡
書
』
の
記
述
に
は
執
筆
者
の
主
観
が
入
り
込
む
余
地
が
あ
り
、
事
実
か
ど
う
か
判
断
で
き
な
い
も
の
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
だ
け
を
用
い
て
堅
田
の
実
態
を
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
他
の
史
料
か
ら
分
か
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
両
記
録
の
記
述
を
考
え
た
と
き
、
そ
こ
に
見
え
て
く
る
の
は
、
堅
田
が
そ
の
活
動
を
他
者
に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
て
い
た
可
能
性
で
あ
る
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、
堅
田
の
「
特
権
」
が
決
し
て
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
堅
田
は
内
部
で
複
数
の
集
団
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
て
活
動
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
有
り
様
を
詳
細
に
論
じ
る
た
め
に
は
集
団
ご
と
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
例
え
ば
先
述
の
漁
業
や
沖
島
の
「
警
固
関
」
等
は
、
堅
田
全
体
の
「
特
権
」
と
し
て
考
え
る
よ
り
も
、
そ
の
さ
ら
に
一
部
の
集
団
の
活
動
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
堅
田
の
活
動
の
有
り
様
は
、「
特
権
」
と
一
言
で
説
明
す
る
に
は
い
さ
さ
か
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
た
。
先
行
研
究
で
は
、
堅
田
の
活
動
全
体
を
最
初
か
ら
「
特
権
」（
関
・
上
乗
・
漁
業
・
廻
船
）
の
大
枠
に
は
め
て
し
ま
い
、
そ
の
た
め
、
他
の
浦
々
と
の
関
わ
り
に
対
し
て
も
限
定
的
な
視
点
を
持
た
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
堅
田
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
住
民
集
団
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
等
も
含
め
、
よ
り
多
く
の
視
点
か
ら
考
察
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、『
由
来
記
』
お
よ
び
『
跡
書
』
の
記
述
を
用
い
る
上
で
、
先
の
活
動
の
問
題
と
も
関
わ
り
、
考
慮
す
る
べ
き
も
の
と
し
て
、
堅
田
の
身
分
構
造
の
問
題
が
あ
る
。
本
稿
で
は
詳
し
く
触
れ
な
か
っ
た
が
、
中
世
堅
田
の
二
大
身
分
階
層
と
さ
れ
る
「
殿
原
」
と
「
全
人
」
は
、
中
世
堅
田
の
成
立
か
ら
近
世
の
郷
士
身
分
に
関
す
る
問
題
ま
で
通
じ
、
堅
田
の
住
人
身
分
を
語
る
上
で
の
基
本
事
項
と
な
っ
て
い
る30
）
。
し
か
し
、
こ
の
「
殿
原
」
と
「
全
人
」
は
、『
由
来
記
』、『
跡
書
』
の
記
述
以
外
に
そ
の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
指
摘
し
た
史
料
批
判
上
の
問
題
点
が
こ
こ
で
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
や
は
り
再
検
討
を
要
す
る
と
言
え
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、『
由
来
記
』、『
跡
書
』
の
記
述
に
安
易
に
頼
り
す
ぎ
、
そ
の
結
果
、
事
実
か
ど
う
か
の
検
証
が
曖
昧
な
ま
ま
に
通
説
が
作
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
今
後
の
堅
田
研
究
で
は
、
史
料
の
再
検
討
は
も
ち
ろ
ん
、『
由
来
記
』
や
『
跡
書
』
の
記
述
と
は
別
の
視
点
を
求
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
四
九
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
一
号
（
二
〇
一
三
年
三
月
）
〔
注
〕
（
1
）
網
野
善
彦
「
近
江
国
堅
田
」（『
網
野
善
彦
著
作
集
第
十
三
巻
』、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
、
初
出
・
一
九
八
一
年
）、
横
倉
譲
治
『
湖
賊
の
中
世
都
市
近
江
国
堅
田
』、
誠
文
堂
新
光
社
、
一
九
八
八
年
。
（
2
）
中
世
堅
田
の
研
究
は
、
戦
前
の
漁
業
面
に
関
す
る
も
の
か
ら
始
ま
り
、
戦
後
は
一
向
一
揆
の
拠
点
と
し
て
注
目
を
集
め
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
派
生
し
て
、
集
落
そ
の
も
の
の
有
り
様
や
住
民
の
身
分
構
造
な
ど
に
も
目
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
中
世
堅
田
の
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
網
野
氏
に
よ
っ
て
詳
し
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。（
前
掲
注
〔
1
〕
網
野
氏
論
文
）
（
3
）『
由
来
記
』
は
表
紙
を
欠
く
が
、
料
紙
に
明
宗
宛
の
書
状
の
紙
背
が
使
わ
れ
て
い
る
。
明
誓
の
筆
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
神
田
千
里
氏
が
筆
跡
な
ど
の
違
い
に
も
触
れ
た
上
で
明
宗
に
よ
る
も
の
と
述
べ
て
い
る
。（
神
田
千
里
「『
本
福
寺
跡
書
』
に
関
す
る
一
考
察
」〔
同
『
一
向
一
揆
と
真
宗
信
仰
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
一
年
初
出
・『
佛
教
史
学
研
究
』
三
十
三
号
、
一
九
九
〇
年
〕）
こ
の
史
料
が
初
め
て
翻
刻
さ
れ
た
『
真
宗
全
書
』
に
お
い
て
『
本
福
寺
由
来
記
』
と
い
う
仮
題
が
付
け
ら
れ
て
以
降
、
こ
の
名
が
定
着
し
て
お
り
、
本
稿
で
も
そ
れ
に
な
ら
っ
た
。
（
4
）
表
紙
に
『
本
福
寺
跡
書
』
と
書
か
れ
、
明
誓
の
署
名
が
あ
る
。
な
お
、
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
参
照
・
引
用
し
た
『
由
来
記
』
お
よ
び
『
跡
書
』
は
、
全
て
『
本
福
寺
旧
記
』（
千
葉
乗
隆
編
、
同
朋
社
、
一
九
八
○
年
）
所
収
の
影
写
本
お
よ
び
翻
刻
史
料
に
よ
る
。
（
5
）『
由
来
記
』
は
、
記
事
内
容
の
時
代
が
判
明
す
る
も
の
の
中
で
、
最
も
時
代
が
降
る
も
の
が
永
正
四
年
の
記
事
で
あ
り
、
ま
た
、
永
正
六
年
の
本
福
寺
第
四
世
明
顕
の
死
亡
記
事
が
存
在
し
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
永
正
四
年
か
ら
二
年
間
の
間
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
。（
村
上
學
「「
本
福
寺
由
来
記
」
か
ら
「
本
福
寺
跡
書
」
へ
」〔『
名
古
屋
工
業
大
学
学
報
』
四
〇
号
、
一
九
八
八
年
〕）
一
方
『
跡
書
』
は
、
天
文
九
年
の
出
来
事
と
推
定
さ
れ
る
明
宗
の
死
亡
に
関
す
る
記
事
が
あ
る
こ
と
や
、
明
誓
が
破
門
中
に
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
点
か
ら
（
破
門
は
天
文
十
年
十
一
月
以
降
に
解
か
れ
て
い
る
）
そ
の
前
後
の
成
立
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
（
永
井
隆
之
『
戦
国
時
代
の
百
姓
思
想
』
第
一
章
第
一
節
、
東
北
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
）
（
6
）
水
戸
英
雄
氏
は
、『
跡
書
』
に
対
す
る
史
料
批
判
の
甘
さ
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
。（
水
戸
英
雄
「
堅
田
一
向
一
揆
の
基
礎
構
造
」〔『
歴
史
学
研
究
』
四
四
八
号
、
一
九
七
七
年
〕）
た
だ
し
、
水
戸
氏
の
論
考
で
は
『
由
来
記
』
を
『
跡
書
』
の
草
稿
で
あ
る
と
位
置
づ
け
て
お
り
、
両
記
録
の
記
述
は
並
列
的
に
扱
わ
れ
て
い
る
。
（
7
）
村
上
學
氏
は
そ
の
論
考
の
中
で
、『
由
来
記
』
と
『
跡
書
』
の
間
で
は
、
本
福
寺
第
三
世
法
住
の
描
き
方
に
か
な
り
の
差
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
違
い
の
背
景
に
は
、
両
記
録
の
執
筆
当
時
に
本
福
寺
が
置
か
れ
て
い
た
状
況
の
違
い
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
察
し
て
い
る
。（
前
掲
注
〔
5
〕
村
上
氏
論
文
）
た
だ
し
、
そ
の
考
察
の
対
象
は
本
福
寺
の
動
向
を
記
し
た
記
事
に
絞
ら
れ
て
お
り
、
堅
田
の
有
り
様
に
関
す
る
記
述
に
つ
い
て
の
比
較
、
検
討
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
（
8
）
前
掲
注
（
3
）
神
田
氏
論
文
。
（
9
）
表
一
参
照
。『
跡
書
』
の
一
〇
七
番
目
の
記
事
、
他
。
（
10
）
千
葉
乗
隆
『
本
福
寺
史
』（
同
朋
舎
、
一
九
八
〇
年
）、
前
掲
注
（
5
）
村
上
氏
論
文
。
（
11
）
服
部
之
総
『
蓮
如
』（
新
地
書
房
、
一
九
四
八
年
）、
石
田
善
人
「
畿
内
の
一
向
一
揆
に
つ
い
て
｜
そ
の
構
造
論
を
中
心
と
し
て
｜
」（『
日
本
史
研
究
』
二
十
三
号
、
一
九
五
四
年
）、
新
行
紀
一
「
一
行
一
揆
の
基
礎
構
造
｜
近
江
国
堅
田
を
中
心
に
｜
」（『
歴
史
学
研
究
』
二
九
一
号
、
一
九
六
四
年
）
な
ど
。
（
12
）
前
掲
注
（
3
）
神
田
氏
論
文
。
（
13
）
小
栗
栖
健
治
『
宮
座
祭
祀
の
史
的
研
究
』（
第
二
部
第
一
章
）、
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
五
年
。
小
栗
栖
氏
は
、
堅
田
に
お
け
る
「
四
方
」
に
は
二
つ
の
概
念
が
存
在
し
た
と
し
て
い
る
。
も
う
ひ
と
つ
の
「
四
方
」
は
堅
田
大
宮
の
別
の
宮
座
組
織
で
あ
る
四
座
を
表
し
て
お
り
、
こ
れ
は
集
落
別
で
は
な
く
、
中
世
以
来
の
地
侍
の
系
譜
を
引
く
集
団
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
（
14
）
伊
藤
裕
久
『
中
世
集
落
の
空
間
構
造
｜
惣
的
結
合
と
住
居
集
合
の
歴
史
展
開
｜
』
第
二
章
、
生
活
史
研
究
所
、
一
九
九
二
年
。
（
15
）「
菅
浦
文
書
」
三
九
七
号
（
16
）
前
掲
注
（
11
）
新
行
氏
論
文
に
よ
り
指
摘
さ
れ
、
以
降
の
研
究
に
も
引
き
継
が
五
〇
中
世
後
期
の
堅
田
と
そ
の
実
態
（
田
口
綾
）
れ
て
い
っ
た
。
（
17
）
そ
れ
ぞ
れ
の
漁
師
集
団
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
高
島
幸
次
氏
が
検
討
を
加
え
て
い
る
の
を
始
め
（
同
氏
「
堅
田
の
漁
業
｜
そ
の
史
的
研
究
の
前
提
と
し
て
｜
」
〔
千
葉
乗
隆
編
『
衣
川
｜
地
域
史
研
究
Ⅰ
｜
』、
同
朋
舎
、
一
九
七
六
年
〕）、
近
年
に
は
鎌
谷
か
お
る
氏
も
論
及
し
て
い
る
。（
同
氏
「
近
世
琵
琶
湖
に
お
け
る
堅
田
の
漁
業
権
」〔『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
一
八
一
号
、
二
○
○
二
年
〕）
（
18
）
例
え
ば
万
治
三
年
（
一
六
六
○
）
に
は
、
東
之
切
町
が
波
除
の
石
垣
を
築
い
て
い
た
場
所
で
西
之
切
漁
師
が
網
を
引
い
た
と
し
て
、
両
者
の
間
で
相
論
に
な
っ
て
い
る
。（「
西
之
切
神
田
神
社
文
書
」〔
喜
多
村
俊
夫
編
『
江
州
堅
田
漁
業
史
料
』
『
日
本
常
民
生
活
資
料
叢
書
』
一
八
巻
、
三
一
書
房
、
一
九
八
二
年
所
収
〕）
（
19
）「
居
初
家
文
書
」（
本
稿
に
引
用
し
た
「
居
初
家
文
書
」
は
、
注
記
し
な
い
限
り
全
て
大
津
市
歴
史
博
物
館
所
蔵
の
影
写
本
に
よ
る
）
（
20
）「
居
初
家
文
書
」
（
21
）「
居
初
家
文
書
」
（
22
）
本
稿
に
引
用
し
た
沖
島
の
警
固
関
の
史
料
の
他
、
数
点
は
鍛
代
敏
雄
氏
に
よ
っ
て
「
新
居
初
家
史
料
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。（
同
『
中
世
後
期
の
寺
社
と
経
済
』
第
三
編
第
三
章
「
関
所
試
論
｜
戦
国
期
の
新
関
｜
」、
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
九
年
〔
初
出
・『
日
本
歴
史
』
五
〇
七
号
、
一
九
九
〇
年
〕）
な
お
、
鍛
代
氏
は
そ
の
論
考
の
中
で
、「
両
切
」
を
「
宮
切
・
西
切
」
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
論
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
ど
ち
ら
に
せ
よ
、
沖
島
と
の
関
係
が
堅
田
全
体
で
は
な
く
「
両
切
」
と
限
定
的
に
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
（
23
）「
居
初
家
文
書
」
（
24
）「
居
初
家
文
書
」（
滋
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
の
影
写
本
に
よ
る
）
（
25
）「
妙
法
院
文
書
」
応
永
十
八
年
十
一
月
八
日
条
（『
大
日
本
史
料
』
第
七
編
之
十
四
）
（
26
）「
南
禅
寺
文
書
」
一
六
〇
号
（
27
）「
居
初
家
文
書
」
（
28
）「
釣
猟
師
組
共
有
文
書
」（
注
〔
18
〕
喜
多
村
氏
編
著
所
収
）
（
29
）『
新
修
大
津
市
史
第
二
巻
』
第
四
章
第
二
節
。
（
30
）「
殿
原
」
と
「
全
人
」
は
、
下
鴨
社
の
御
厨
で
あ
っ
た
堅
田
の
供
御
人
の
系
譜
と
関
わ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
（
前
掲
注
〔
6
〕
水
戸
氏
論
文
な
ど
）、
両
者
の
立
場
の
違
い
が
、
各
宮
座
の
座
格
や
近
世
の
郷
士
身
分
に
も
関
係
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。（
前
掲
注
〔
13
〕
小
栗
栖
氏
論
文
）
〔
付
記
〕
本
稿
は
修
士
論
文
の
一
部
を
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
修
士
論
文
の
執
筆
に
お
い
て
は
指
導
教
員
で
あ
る
貝
英
幸
先
生
に
、
ま
た
、「
居
初
家
文
書
」
の
閲
覧
に
あ
た
っ
て
は
、
大
津
市
歴
史
博
物
館
学
芸
員
の
高
橋
大
樹
氏
に
多
大
な
ご
助
力
を
頂
い
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
た
ぐ
ち
あ
や
文
学
研
究
科
日
本
史
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
）
指
導
教
員：
貝
英
幸
准
教
授
）
二
〇
一
二
年
十
月
一
日
受
理
五
一
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
一
号
（
二
〇
一
三
年
三
月
）
